
カ注くうさくど

道梁11IliíE所持者に対してはもちろん取扱をしない。

7 旅客illl立・料金の計算方 衆燥を行った区間に対する，

旅客の所持する来事券 ・ 急行券または寝台券の等級による相当

旅客足lH'ì ・ 急行料金または寝台料金と，下級の相当旅客運賃 ・

料金との差傾を払いもどしをする。この場合差額旅客巡氏 ・ 料

金のすI-J~に使用するキロ程は， ~際梁j央区間のキロ筏にかかわ

らず， .~:~)lli.来事券 ・ 急行券発売の際に使用するキロ位による。

また1ì;t ，* Jli券が訓引旅客運賃によるもので采j央区間が 2 区間以

上ある場合には，下級の相当旅客巡1]:を下回らない限度におい

て払いもどしをする。

8 取扱方

ものであ っ て ， f/;~事局においては懸吊滋軌条に般若誌を滋き，こ

こ で旅客の来降または貨物の般的l を行う ftl!造になっている。し

たが っ て曳泌は術品;!式の均合は一定の述皮で |百] 一方向に巡行し

ているが， 交定式のJ;.\.\合はj般日誌が~~道の-~怖に速するたひ.に，五Ii

行 )j向を逆にしなければならない。また架設する然条の数によ

って支宗と曳索を~IUI] したものを単線式，支必と周波各 1 本を

JTlし、たものを t主総式， 支点 I 本と曳主主 2 本を }I] ，、たものを 3 線

式， 支点 2 本と曳;l'I2 本をmし、たもの を 4 総式と 称している。

術l)';l )_\:は!\\J\、吊導軌条に導く 11寺の曳京のJ民奴(あ く さく)および

放京の長lili}J装位に十分な信頼がおけないため，旅客来i首には余

外国旅客索道被況
川下級'*1災証明書の交付I!I船内で

下級乗換の取扱をした旅客に対しては，

鉄道係日は衆j央区間の乗車船が終了する

際にJll 内有Iì光券を使用して下*&'*1央証明

告を発行交付し，旅客は下級乗i失の取扱

をした衆I!I券綴とともに所持する。駅で

下級乗換の取扱をした場合は下級梁換証

明訟の交付をしない。

会社 名 | 所夜地 型 式 水平長 ?，;，低差
lA:l総 支持; !且謀 五1í転

定員 U'[ 1.圭 [ι 径 馬力

チェコ
m ロ1 人 町、町1 mlll IPI m/scc 

Jcschken 索活 4 級交走式 1.111.8 400.1 30 45 23 100 5.0 スロパキア
Gcschnialp "ス イ ^ " 2,235 581.5 20 44 21 105 3.0 

Banchctla "イタリア 3総" 2,730 517 21 44 23 100 5.0 

Schnit.lenhohc /f オ ー ストリア " 2,765 1.009 24 50 4.0 

Tablemounlain" 南アフリカ " 1,207 702 20 ιo 

Zugspitz " ト. イ 'l " 3.380 1.581 20 48 28 50 4_0 
(2) 旅客巡r1 . 料金の払いもどし駅

来j央区 IH Iの来事船を終えた駅 ・ 自í]途の途

中駅または着駅のいずれかにおいて下Iド

の際にl良敏う。駅で下級乗換のI反放をす

る場合はそのJ択においてJfi_扱う。

Rax " オ ー λ トリ 7 " 2.162 1.051 24 50 25 
Oropa-Mucrone 11 イタリ 7 " 2,275 643 20 40 24 26 4.0 

R >ode Jnneiro 11 プラ ジ Jレ 4 線"
11互 5]) 216 

24 44 21 2.5 
2 区 800 200 

(3) 来事事長先lの処理 旅客巡f'ì ・ 料金の払いもどしをする場

合にはlJ;(乗車券を 1111:認し ， T級策担提言íE l !J.l告を収受して旅客五IU't ・

料金の払いもどしを行う。途中限で前途未梁JIIの梁1II y_~につい

て払いもどしを行った場合には， li京衆"II !f.主の w而に払いもどし

告í1を L何何fBI下級'*換何円払いもどし済1 の例により記入して

その岱l所に駅名小印を拘!なつし，がj途の，*lli船汀j として旅客に

返十l する。(平林喜三造)

かくうさくどう 架空索道 (英)aerial cableway 空中に索

条を架設しこれに旅客または貨物を載せた搬;慌をつるして，動

力または搬昔誌の自重を利用して五Ii織する装置て'あって ， 旅客索

道と貨物索活の 2 極に分れる。わが国の索活m111j(昭和 I 22 ・ 12 ・

27 五II輸省令第 34 号)では前者を第 l 極索道， 後者をW; 2í重索

活と称したが， 11召示132 ・ 5 の改正規則では詐逝 ・ 特殊 ・貨物の 3

つに区分された。

索活の起源は非常に古く， 外国では 1644 年オラ γ 〆で陥;綱

によ って貨物を逝燃したのが最初である。当時はほとんど穴物

索道であって，山頂からふもとへ重力を利用して貨物を降 Fす

るもので， ifUJ力は使用しなかった。旅客索道としては 18 世紀の

初期jにスイスで 450 m 程の谷の上に索条を梨け，これにかごを

つるして巡徹したのが最初である。わが国でも古来から L飛騨

(ひだ)のかご渡し1， L四国の綱渡り 1 等これに類するものが利

用されていたが， I!J.J治 36 年に単線式にぎり裟位が考案され，

以来いろいろ改良考策されて， 今日では立派な:.t~~並が建設され

ている。

索活には 1 本の索条に級官告をつるし ， その索条をill伝する簡

易なものもあるが， 一般には搬2告を支える支宗と ，~世総を迩S置す

る曳潔(えいさく)を斤lいるのが-tt- illiである。搬日制ii以前111によ

って支猿につるされていて，これを運転する方式と榊造によっ

て交Æ式[釣瓶〔つるベ〕式)と循環式(迎統式)の 2 傾矧に分れる。

交走式は支索の一端が固定されていて，搬総は|司ー支来上を往

復運転するものであるが，循環式は支索の両端が懸吊(けんち

ょう)導軌条によって連絡されていて，搬禄は一方巡伝をする

1Ji~ ':t緊迫

りJlh 、られないがスキ ーリフト に限りこの方式を採用している。

--"然泊。索道規則。(間同級次)

かくうちせん 架空地線 (英)aerial ground wire 替の誘

i与によって生ずる具 ';;~ fO: EEおよび直げき震の侵入による被容を

防ぐためには， 送ftL線の段上部にこれに並行して滋総を架設し，

これを欽応ごとにj産地して 11'/_く。この泌総を架空地紋と称し，

ERZE地紙i とそれにも っ とも接近する送電線とのなす角度および

接地抵抗によって，架空地総の避雷l<:JJ :!l主が定まってくる。架空

地総の宙mを防止しうる遮蔽(しゃへL、)角は直げき雷または誘

導mを考えることによ っ て異なるが，この遮蔽角を小さくして

お く方が無難で各国とも異なった値をもっている。国鉄では大

休 90. 以下になるようにしている。(佐々木央掌)

かくうてんし 々 せん 架空電車線 (英) aerial trolley wire 

軌道の上'企に架設し電気事にm流を供給する ftL似を架空電車

線と称し，この下簡をトロリ ー ポ ー ノレ ・ ビューゲノレまたはパ γ タ

グラ フが摺(しゅう ) ilf}Jして集電を行う。架空1]1111線は軌道部上

よりの11さを保持するため， 適当な間隔で単独にまたは吊 (ち

ょう)架線を介して電車線支持物に吊架され， 一定の狼力で(国

鉄の限i事政力は 800kg) 凝られている。一方架空電車線は常に

電気111の tl言電子が勉励できるようにするため， 1曲線路で曲引装

j(lを取付けて調獲する。また風娠れのおそれのある箇所では娠
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